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概要 

○調査の目的  

東京電力福島第一原子力発電所事故（以下、「福島原発事故」という）を受けて、当該事故由来の放

射性物質の水環境における存在状況の把握を目的として、福島県及び周辺地域において、公共用水域約

600 地点、地下水約 400地点で、平成 23 年８月以降継続的に実施してきたモニタリングである（以下、

「震災対応モニタリング」という）。 

 

○調査結果  

調査結果（本資料。速報をとりまとめ、確定値としたもの）については、学識者で構成する「水環境

における放射性物質の常時監視に関する評価検討会」（第１部参照）の指導、助言を得て評価・確認し

ている。 

（１）公共用水域 

＜水質＞（検出下限値：Cs-134、Cs-137 ともに１Bq/L） 

令和６年度の河川、湖沼、沿岸における放射性セシウム濃度及び検出率は、河川及び沿岸では全

て検出下限値未満であり、湖沼では検出下限値未満～4.2Bq/L、検出率 0.7 %であった。 

平成 23 年度からの推移をみると、河川（全試料数 26,600 以上）及び湖沼（全試料数 17,300 以

上）では、検出率は全県とも減少傾向で推移し、福島県以外では平成 25 年度以降検出されていな

い。また、沿岸では、平成 23 年度から全ての調査（全試料数 7,000 以上）で検出されていない。 

 

＜底質＞（検出下限値：Cs-134、Cs-137 ともに 10Bq/L） 

底質中の放射性セシウム濃度は、経年的に緩やかな減少傾向がみられている。各水域（河川、湖

沼、沿岸）別に、地点別・濃度別の割合1について示す。 

・河川 

令和６年度は、396 地点のうち検出下限値未満が 96 地点（24.2%）、10 以上 100 Bq/kg 未満が

233 地点（58.8%）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 65 地点（16.4 %）であり、100 Bq/kg 未満の地点

が全体の約 83 %を占めていた。 

・湖沼 

令和６年度は、164 地点のうち検出下限値未満が４地点（2.4 %）、10 以上 100 Bq/kg 未満が 44

地点（26.8%）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 80 地点（48.8%）であり、1,000 Bq/kg 未満の地点が

全体の約 78 %を占めていた。 

・沿岸 

令和６年度は、42 地点のうち検出下限値未満が 14 地点（33.3%）、10 以上 100 Bq/kg 未満が 22

地点（52.4%）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が６地点（14.3%）であり、100 Bq/kg 未満の地点が全

体の約 86%を占めていた。 

 

＜放射性セシウム以外の核種＞ 

公共用水域の底質について、Sr-90 の測定を実施した。底質においては、一部の地点で検出さ

 
1 底質の放射性セシウム濃度の地点別・濃度別割合は、地点ごとの Cs-137 平均値（検出下限値未満＝5Bq/kg（検出下限値の 1/2）とし

て計算）を用いて算出した。 
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れているものの、比較的低いレベルで推移している。 

 

（２）地下水 

＜水質＞（検出下限値：Cs-134、Cs-137 ともに１Bq/L） 

令和６年度の地下水において、放射性セシウムは全て検出下限値未満であった。 

平成 23 年度からの推移をみると、地下水（全試料数 12,800 以上）では、平成 23 年度に福島県

の２試料から検出された（検出値２Bq/L 及び１Bq/L）以外、平成 24 年度以降検出されていない。 

 

＜放射性セシウム以外の核種＞ 

Sr-90 について、全地点において検出下限値未満であった。 
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福島県及び周辺地域の放射性物質モニタリング（令和６年度） 

 

１．本調査の目的及び実施内容 

１．１ 本調査の目的 

本調査は、福島原発事故を受けて、当該事故由来の放射性物質の水環境における存在状況を把握するた

めに実施するものである。 

 

１．２ 実施内容 

（１）測定地点 

調査は福島県を中心に周辺の都県で実施し、公共用水域については約 600 地点、地下水について

は約 400 地点で調査を実施した。なお、具体的な測定地点は図 1.2-1 に示すとおりである。 

 

（２）測定の対象媒体 

公共用水域（河川、湖沼及び沿岸）については、水質及び底質を対象媒体とした。また、この他、

参考情報として、水質及び底質採取地点近傍の周辺環境（河川敷等）の土壌も併せて対象とした。 

また、地下水については水質を対象媒体とした。 

 

（３）測定頻度及び期間 

公共用水域については、地点によって年に２～10 回の調査を実施した。 

また、地下水については地点によって年に１～４回の調査を実施した。 

 

（４）対象項目 

対象とした試料について、主に Cs-134 と Cs-137 の分析を行った。なお、令和６年度水環境にお

ける放射性物質のモニタリング結果（本報告書）より、解析に用いる放射性セシウムの値を、前年

度までの合計値（Cs-134＋Cs-137）による方法から、Cs-137 の値に変更した。解析値は過年度分の

解析も含め、Cs-137 を元に解析した値を示している。 

また、一部の試料については、Sr-90 及びその他の人工核種等を対象とした分析を行った。 

 

（５）結果の取りまとめ・評価 

測定結果は、データが整ったものから速報値として環境省のホームページで公表している。 

本資料は、過去の全調査結果を集約したものであり、個々の調査結果の詳細は、下記のホームペー

ジに掲載している。 

公共用水域： https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-pw.html 

地下水： https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-gw.html 

 

  

https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-pw.html
https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-gw.html
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図 1.2-1 令和６年度震災対応モニタリングの調査地点図 
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２．調査方法及び分析方法 

２．１ 調査方法 

所定の地点（公共用水域及び地下水採取地点）において、対象とした試料を採取し、下記の放射性物質

の分析を行った。 

試料の採取においては、以下の調査指針等に基づいて実施することを基本とした。 

・水質調査方法（昭和 46 年９月 30 日付け環水管第 30 号、環境庁水質保全局長通知） 

・底質調査方法（平成 24 年８月８日付け環水大水発第 120725002 号、環境省水・大気環境局長通知） 

・地下水質調査方法（平成元年９月 14 日付け環水管第 189 号、環境庁水質保全局長通知） 

・環境試料採取法（昭和 58 年、文部科学省放射能測定法シリーズ） 

・ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器分析のための試料の前処理法（昭和 57 年、文部科学省

放射能測定法シリーズ） 

 

（１）公共用水域 

・水質 

河川ではバケツまたは柄杓を用いて表層水（表層～50 ㎝の深さ）を、湖沼及び沿岸ではバンドーン

型採水器または柄杓を用いて表層水及び底層水（底から１ｍ程度上）を各３L 程度採取した。 

・底質 

エクマンバージ型採泥器またはスコップを用いて、15 ㎝×15 ㎝の面積で表層泥（表層～10 ㎝程度の

深さ）を３回以上採取し、十分に混合した。 

（２）地下水 

水温及び透視度が一定になっていることを確認したのち、容器に直接または採取ポンプを用いて６L

程度採取した。 

 

２．２ 分析方法 

公共用水域（水質及び底質）及び地下水のそれぞれの試料について、ゲルマニウム半導体検出器による

γ線スペクトロメトリー測定を行い、Cs-134、Cs-137 の分析を主に実施した。 

また、一部の試料については、Sr-90 及びその他の人工核種等の分析を行った。 

結果の表示は公共用水域の水質及び地下水については「Bq/L」、公共用水域の底質については「Bq/kg

（乾燥重量当たり）」とし有効桁数は基本的に２桁とした。測定結果については、減衰補正を行った（試

料採取終了時における放射能濃度として報告した）。 

分析方法については、原則として文部科学省放射能測定法シリーズに準じるものとした。 

検出下限値の目標値は、以下に示すとおりである。 

 

表 2.2-1 震災対応モニタリングにおける放射性核種の検出下限値の目標値 

放射性核種 公共用水域（水質） 公共用水域（底質） 地下水 

放射性セシウム 

（Cs-134、Cs-137） 
１Bq/L 程度 10 Bq/kg 程度 １Bq/L 程度 

放射性ストロ

ンチウム 

Sr-90 １Bq/L 程度 １Bq/kg 程度 １Bq/L 程度 

Sr-89 － － １Bq/L 程度 

その他の人工核種 放射性核種で異なる。 
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３．調査結果 

３．１ 放射性セシウム 

３．１－１ 水質 

 

（１）公共用水域 

１）河川 

河川水質の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.1-1 及び図 3.1.1-1 に示す。 

平成 29 年度以降は全ての地点において放射性セシウム（Cs-137）※2は検出されていない（検出下限

値：Cs-134、Cs-137 ともに１Bq/L、湖沼、沿岸、地下水についても同じ）。 

 

２）湖沼 

湖沼水質の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.1-2 及び図 3.1.1-2 に示す。 

検出率は平成 24 年度以降全ての都県で減少傾向であり、平成 25 年度以降は福島県以外の地域では

検出されていない。 

検出値（Cs-137）についても平成 24 年度以降減少傾向であり、令和６年度の測定値の範囲は検出下

限値未満～4.2 Bq/L であった。 

 

３）沿岸 

沿岸水質の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.1-3 に示す。 

過年度を含め、全ての地点において放射性セシウムは検出されていない。 

 

（２）地下水 

地下水の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.1-4 に示す。 

平成 24 年度以降は全ての地点で検出されておらず、令和６年度も全て検出下限値未満である。 

 

 

＜参考＞ 

・食品、添加物等の規格基準（清涼飲料水）（昭和34年厚生省告示第370号） 

放射性セシウム（Cs-134及びCs-137の合計）：10 Bq/kg 

・水道水中の放射性物質に係る目標値（水道施設の管理目標値）（平成24年３月５日付け健水発0305第

１号厚生労働省健康局水道課長通知） 

放射性セシウム（Cs-134 及び Cs-137 の合計）：10 Bq/kg 

  

 
2 令和６年度水環境における放射性物質のモニタリング結果（本報告書）より、解析に用いる放射性セシウムの値を、前

年度までの合計値（Cs-134＋Cs-137）による方法から、Cs-137の値に変更した。 
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表 3.1.1-1 河川水質の放射性セシウムの検出状況 

 

 

 

 

（※）平成 23 年度のみ測定を実施した山形県については作図を省略した。     

 

図 3.1.1-1 河川水質の放射性セシウムの検出値の推移 
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表 3.1.1-2 湖沼水質の放射性セシウムの検出状況 

 

 

 

 

（※）平成 23 年度のみ測定を実施した山形県については作図を省略した。     

 

図 3.1.1-2 湖沼水質の放射性セシウムの検出値の推移 
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表 3.1.1-3 沿岸水質の放射性セシウムの検出状況 

 

 

表 3.1.1-4 地下水の放射性セシウムの検出状況 

 

（※）検出されたのは平成 23 年度であり、１地点では Cs-134 及び Cs-137 が、１地点では Cs-137 のみが、 

それぞれ１Bq/L（検出下限値１Bq/L）検出された（本文参照）。 
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３．１－２ 底質3 

公共用水域（河川、湖沼、沿岸）での底質中の放射性セシウムの調査結果は以下のとおりである。 

 

（１）検出状況 

１）河川 

河川底質中の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.2-1 及び図 3.1.2-1 に示す。 

過去５年間の各都県の検出率は 37.5～100 %で推移し、多くの都県で経年的には減少傾向にある。 

また、検出値（Cs-137）については、図 3.1.2-1 に示したように高濃度の検出地点が減少するととも

に、低濃度の検出地点が増加していることが認められた。 

令和６年度について濃度区分でみると、検出下限値未満が 23.2 %（466 試料）、10 以上 100 Bq/kg 未

満が 58.3 %（1,172 試料）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 17.7 %（356 試料）であり、1,000 Bq/kg 未満の

地点が全体の 99.3 %を占めていた。 

 

２）湖沼 

湖沼底質中の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.2-2 及び図 3.1.2-2 に示す。 

過去５年間の各県の検出率は 49.8～100 %で推移し、令和６年度は全ての県で 80%以上の検出率が認

められた。 

検出値（Cs-137）については、低濃度の地点の増加が認められるものの、その傾向は河川、沿岸と比

較して緩やかであった。ただし、福島県浜通り地域では、100,000 Bq/kg を上回らない範囲の高濃度の

地点が依然多く存在している。 

令和６年度について濃度区分でみると、検出下限値未満が 2.1 %（19 試料）、10 以上 100 Bq/kg 未満

が 22.4 %（202 試料）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 44.9 %（405 試料）であり、1,000 Bq/kg 未満の地点

が全体の 69.3%を占めていた。 

 

３）沿岸 

沿岸底質中の放射性セシウムの検出状況を表 3.1.2-3 及び図 3.1.2-3 に示す。 

過去５年間の各都県の検出率は、0～100 %の範囲で推移していた。 

検出値（Cs-137）については、河川や湖沼に比べて濃度が低く、平成 28 年度以降は 1,000 Bq/kg を超

える地点は認められていない。 

令和６年度について濃度区分でみると、検出下限値未満が 25.5%（68 試料）、10 以上 100 Bq/kg 未満

が 57.7 %（154 試料）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 16.9 %（45 試料）であり、100 Bq/kg 未満の地点が

全体の 83.1 %を占めていた。 

 

 
3 従前まで掲載していた「濃度レベルの推移」については、令和４年度第１回検討会（令和４年 12 月）での議論を踏まえ、相対評価か

ら絶対値による評価に変更したため、報告書には掲載していない。 
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表 3.1.2-1 河川底質中の放射性セシウムの検出状況 

 

 

試料数が少ない都県は割愛した 

 
※令和６年度の濃度区分（試料数） 

検出下限値未満：23.2％（466試料）、10～100 Bq/kg未満：58.3％（1,172試料）、100～1,000 Bq/kg未満：17.7％

（356試料）、1,000～10,000 Bq/kg未満：0.7％（14試料）、10,000～100,000 Bq/kg未満：0.0％（1試料） 

 

図 3.1.2-1 河川底質中の放射性セシウムの検出状況の推移 
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  23  

検体 
   検出下限値未満（10Bq/kg未満） 10～100Bq/kg未満 100～1,000Bq/kg未満

1,000～10,000Bq/kg未満 10,000～100,000Bq/kg未満 100,000～1,000,000Bq/kg未満
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表 3.1.2-2 湖沼底質中の放射性セシウムの検出状況 

 

 

 

試料数が少ない山形県は割愛した 
 

※令和６年度の濃度区分（試料数） 

検出下限値未満：2.1％（19試料）、10～100 Bq/kg未満：22.4％（202試料）、100～1,000 Bq/kg未満：44.9％（405

試料）、1,000～10,000 Bq/kg未満：19.7％（178試料）、10,000～100,000 Bq/kg未満：3.0％（27試料） 

 

図 3.1.2-2 湖沼底質中の放射性セシウムの検出状況の推移  
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表 3.1.2-3 沿岸底質中の放射性セシウムの検出状況 

 

 

 

※令和６年度の濃度区分（試料数） 

検出下限値未満：25.5％（68試料）、10～100 Bq/kg未満：57.7％（154試料）、100～1,000 Bq/kg未満：16.9％（45

試料） 

 

図 3.1.2-3 沿岸底質中の放射性セシウムの検出状況の推移
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（２）地点別にみた検出状況 

１）評価の考え方 

河川、湖沼、沿岸の属性ごとに、地点別の検出状況の特性をより詳細に整理した。 

地点別の検出状況を整理するにあたっては、各地点での全ての検出値を用いて、以下の２つの観点で

統計的解析を行った。なお、単年度で調査を終了している地点（山形県を含む）と、平成 25 年度以降

調査を実施していない地点については、対象から除いている。 

① 検出値の濃度分布4 

ア）令和６年度の各地点における放射性セシウム（Cs-137）の全調査結果を用いて、地点ごとに平均

値（算術平均。検出下限値未満は 5Bq/kg（検出下限値の 1/2）として算出。）を求め、３.１-２（１）

に準じて以下の６区分に整理した。 

・10 Bq/kg 未満 

・10 Bq/kg 以上 100 Bq/kg 未満 

・100 Bq/kg 以上 1,000 Bq/kg 未満 

・1,000 Bq/kg 以上 10,000 Bq/kg 未満 

・10,000 Bq/kg 以上 100,000 Bq/kg 未満 

・100,000 Bq/kg 以上 

イ）時折出現する大きな検出などの検出値の変動幅については、地点ごとに変動係数（標本標準偏差

／平均値）を算出した。 

 

② 検出値の増減傾向 

検出値の経年的な推移について評価するため、検出値の増減傾向を以下の考え方に基づいて分

類した。なお、過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下の地点については、大きな変動はないも

のとして増減傾向の判定の対象から除外した。 

(i)  回帰分析等に基づいて増減の傾向をみた。具体的には、傾きの下限 95％と上限 95％がとも

にマイナスであれば「減少傾向」、傾きの下限 95％と上限 95％がともにプラスであれば「増

加傾向」とした。 

(ii) 増減の傾向が明瞭でない（傾きの下限 95％と上限 95％のどちらかがマイナスでどちらかが

プラス）場合については、変動係数 0.5 をひとつの目安とし、0.5 未満のものを「横ばい」、

0.5 以上のものを「ばらつき」とした。 

  

 
4 従前までは地点平均値の上位パーセンタイル値による A～E までの相対評価としていたが、令和４年度第１回検討会（令和４年 12

月）での議論を踏まえ、絶対濃度による評価に変更した。 
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２）河川、湖沼、沿岸の底質における都県ごとの濃度分布及び増減傾向 

２）－１ 河川 

① 岩手県 

岩手県では、河川の底質 22 地点において、平成 23 年 12 月～令和７年１月の間に 27～52 回の調

査が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が１地点あるが、本解析では除外した）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が８地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 14

地点であった（表 3.1.2-4 及び表 3.1.2-5 参照）。 

また、増減傾向については、全ての地点において過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で推移し

ていた。 

 

表 3.1.2-4  各地点の検出値の区分評価結果（岩手県：河川底質） 

 

 

図 3.1.2-4  各地点の経年的な推移（岩手県：河川底質） 
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表 3.1.2-5 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（岩手県：河川底質） 
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② 宮城県 

宮城県では、河川の底質 43 地点において、平成 23 年 10 月～令和 7 年２月の間に 51～131 回の調

査が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が 38 地点あるが、本解析では除外し

た）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が８地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 32

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が３地点であった（表 3.1.2-6 及び表 3.1.2-7 参照）。 

また、増減傾向については、６割以上の地点（26 地点）では過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以

下で推移していた。その他の地点では、14 地点で減少傾向、３地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-6  各地点の検出値の区分評価結果（宮城県：河川底質） 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-5  各地点の経年的な推移（宮城県：河川底質）  
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表 3.1.2-7 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（宮城県：河川底質） 
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③ 福島県 

ア）浜通り 

福島県浜通りでは、河川の底質 53 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 75～132 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布については、10 Bq/kg 未満の地点が４地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の

地点が 27 地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 20 地点、1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が２

地点であった（表 3.1.2-8 及び表 3.1.2-9 参照）。 

また、増減傾向については、４割程度以上の地点（20 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg

以下で推移していた。その他の地点では、32 地点で減少傾向、１地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-8  各地点の検出値の区分評価結果（福島県浜通り：河川底質） 

 

 

備考１）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

２）左右の２つのグラフで、縦軸のスケールが異なる。 

 

図 3.1.2-6  各地点の経年的な推移（福島県浜通り：河川底質） 
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表 3.1.2-9 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県浜通り：河川底質） 
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イ）中通り 

福島県中通りでは、河川の底質 44 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 79～135 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が６地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 32

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が６地点であった（表 3.1.2-10 及び表 3.1.2-11 参照）。 

また、増減傾向については、４割程度の地点（20 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの 24 地点では、全て減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-10  各地点の検出値の区分評価結果（福島県中通り：河川底質） 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-7  各地点の経年的な推移（福島県中通り：河川底質）  
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表 3.1.2-11 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県中通り：河川底質） 
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ウ）会津 

福島県会津では、河川の底質 26 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 70～127 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が 11 地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が

14 地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が１地点であった（表 3.1.2-12 及び表 3.1.2-13 参照）。 

また、増減傾向については、８割以上の地点（21 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。その他の地点では、４地点で減少傾向、１地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-12  各地点の検出値の区分評価結果（福島県会津：河川底質） 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-8  各地点の経年的な推移（福島県会津：河川底質） 
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表 3.1.2-13 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県会津：河川底質） 
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④ 茨城県 

茨城県では、河川の底質 53 地点において、平成 23 年８月～令和７年１月の間に 50～56 回の調査

が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が 40 地点あるが、本解析では除外した）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が６地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 37

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 10 地点であった（表 3.1.2-14 及び表 3.1.2-15 参照）。 

また、増減傾向については、約６割の地点（31 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で

推移していた。残りの 22 地点では、全て減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-14  各地点の検出値の区分評価結果（茨城県：河川底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-9  各地点の経年的な推移（茨城県：河川底質）

 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                                                                     

    

 

                                                           

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
  
  
  
 

               

                         

                          

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                  



 

26 

表 3.1.2-15 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（茨城県：河川底質） 
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⑤ 栃木県 

栃木県では、河川の底質 56 地点において、平成 23 年 10 月～令和７年１月の間に 50～91 回の調

査が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が 49 地点あるが、本解析では除外し

た）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10q/kg 未満の地点が 26 地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 30

地点であった（表 3.1.2-16 及び表 3.1.2-17 参照）。 

また、増減傾向については、９割以上の地点（55 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの１地点では、減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-16  各地点の検出値の区分評価結果（栃木県：河川底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.2.1-10  各地点の経年的な推移（栃木県：河川底質）
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表 3.1.2-17 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（栃木県：河川底質） 
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⑥ 群馬県 

群馬県では、河川の底質 48 地点において、平成 23 年 11 月～令和７年１月の間に 28～91 回の調

査が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が８地点あるが、本解析では除外した）。 

検出値（平均値）の濃度分布については、10 Bq/kg 未満の地点が 22 地点、10 以上 100 Bq/kg 未満

の地点が 25 地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が１地点であった（表 3.1.2-18 及び表 3.1.2-19 参

照）。また、増減傾向については、９割以上の地点（47 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg

以下で推移していた。残りの１地点では、減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-18  各地点の検出値の区分評価結果（群馬県：河川底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-11  各地点の経年的な推移（群馬県：河川底質） 
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表 3.1.2-19 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（群馬県：河川底質） 
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⑦ 千葉県、埼玉県、東京都 

千葉県、埼玉県、東京都では、河川の底質 51 地点（千葉県 47 地点、埼玉県２地点、東京都２地

点）において、平成 23 年 10 月～令和７年１月の間に 51～90 回の調査が実施された。 

検出値（平均値））の濃度分布については、10 Bq/kg 未満の地点が５地点、10 以上 100 Bq/kg 未満

の地点が 22 地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 24 地点であった（表 3.1.2-20 及び表 3.1.2-21 参

照）。 

また、増減傾向については、２割以上の地点（11 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの 42 地点では、38 地点で減少傾向、２地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-20  各地点の検出値の区分評価結果（千葉県、埼玉県、東京都：河川底質） 

 

 

備考１）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

２）左右の２つのグラフで、縦軸のスケールが異なる。 

 

図 3.1.2-12  各地点の経年的な推移（千葉県、埼玉県、東京都：河川底質） 
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表 3.1.2-21 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（千葉県、埼玉県、東京都：河川底質） 

 



 

33 

２）－２  湖沼 

① 宮城県 

宮城県では、湖沼の底質 21 地点において、平成 23 年 10 月～令和６年 12 月の間に 27～52 回の調

査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が３地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 15

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が３地点であった（表 3.1.2-22 及び表 3.1.2-23 参照）。 

また、増減傾向については、約３割の地点（６地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で

推移していた。残りの 15 地点では、14 地点で減少傾向、１地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-22  各地点の検出値の区分評価結果（宮城県：湖沼底質） 

 

 

 

図 3.1.2-13  各地点の経年的な推移（宮城県：湖沼底質）  
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表 3.1.2-23 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（宮城県：湖沼底質） 
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② 福島県 

ア）浜通り 

福島県浜通りでは、湖沼の底質 41 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 50～131 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が２地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 17 地点、1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が 19 地点、10,000

以上 100,000 Bq/kg 未満の地点が３地点であった（表 3.1.2-24 及び表 3.1.2-25 参照）。 

また、増減傾向については、35 地点で減少傾向、１地点で横ばい、３地点でばらつき、２地点で

増加傾向がみられた。 

 

表 3.1.2-24  各地点の検出値の区分評価結果（福島県浜通り：湖沼底質） 

 

 
備考１）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

２）左右の２つのグラフで、縦軸のスケールが異なる。 

 

図 3.1.2-14  各地点の経年的な推移（福島県浜通り：湖沼底質） 
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表 3.1.2-25 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県浜通り：湖沼底質） 
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イ）中通り 

福島県中通りでは、湖沼の底質 12 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 69～118 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が１地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が８地点、1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が３地点であった

（表 3.1.2-26 及び表 3.1.2-27 参照）。 

また、増減傾向については、約１割の地点（１地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で

推移していた。残りの 11 地点では、６地点で減少傾向、４地点でばらつき、１地点で増加傾向がみ

られた。 

 

表 3.1.2-26  各地点の検出値の区分評価結果（福島県中通り：湖沼底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-15  各地点の経年的な推移（福島県中通り：湖沼底質） 

  

 

     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

                                                                     

   

  

                                                           

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
  
 
  
  
  
 

                  

                        

                        

                        



 

38 

表 3.1.2-27 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県中通り：湖沼底質） 
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ウ）会津 

福島県会津では、湖沼の底質 31 地点において、平成 23 年９月～令和７年２月の間に 56～125 回

の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が１地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 11

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 13 地点、1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が６地点であ

った（表 3.1.2-28 及び表 3.1.2-29 参照）。 

また、増減傾向については、３割以上の地点（10 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの 21 地点では、９地点で減少傾向、１地点で横ばい、６地点でばらつき、５

地点で増加傾向がみられた。 

 

表 3.1.2-28  各地点の検出値の区分評価結果（福島県会津：湖沼底質） 

 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-16  各地点の経年的な推移（福島県会津：湖沼底質）  
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表 3.1.2-29 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県会津：湖沼底質） 
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③ 茨城県 

茨城県では、湖沼の底質 19 地点において、平成 23 年９月～令和７年１月の間に 44～53 回の調査

が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が７地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 12 地点であった（表 3.1.2-30 及び表 3.1.2-31 参照）。 

また、増減傾向については、３割以上の地点（６地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの 13 地点では、11 地点で減少傾向、１地点で横ばい、１地点で増加傾向がみ

られた。 

 

表 3.1.2-30  各地点の検出値の区分評価結果（茨城県：湖沼底質） 

 

 

図 3.1.2-17  各地点の経年的な推移（茨城県：湖沼底質） 
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表 3.1.2-31 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（茨城県：湖沼底質） 
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④ 栃木県 

栃木県では、湖沼の底質８地点において、平成 23 年 10 月～令和６年 12 月の間に 49～52 回の調

査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が２地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が６地点であった（表 3.1.2-32 及び表 3.1.2-33 参照）。 

また、増減傾向については、約１割の地点（１地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で

推移していた。残りの７地点では、３地点で減少傾向、２地点で横ばい、１地点でばらつき、１地点

で増加傾向がみられた。 

 

表 3.1.2-32  各地点の検出値の区分評価結果（栃木県：湖沼底質） 

 

 

図 3.1.2-18  各地点の経年的な推移（栃木県：湖沼底質） 
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表 3.1.2-33 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（栃木県：湖沼底質） 
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⑤ 群馬県 

群馬県では、湖沼の底質 24 地点において、平成 23 年 11 月～令和６年 12 月の間に 47～53 回の調

査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が５地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が 15 地点、1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が４地点であっ

た（表 3.1.2-34 及び表 3.1.2-35 参照）。 

また、増減傾向については、16 地点で減少傾向、１地点で横ばい、４地点でばらつき、３地点で

増加傾向がみられた。 

 

表 3.1.2-34  各地点の検出値の区分評価結果（群馬県：湖沼底質） 

 

 
図 3.1.2-19  各地点の経年的な推移（群馬県：湖沼底質）  
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表 3.1.2-35 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（群馬県：湖沼底質） 
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⑥ 千葉県 

千葉県では、湖沼の底質８地点において、平成 23 年 11 月～令和７年１月の間に 53 回の調査が実

施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点はなく、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が１地

点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が６地点、1,000 Bq/kg 以上 10,000 Bq/kg 未満の地点が１地点で

あった（表 3.1.2-36 及び表 3.1.2-37 参照）。 

また、増減傾向については、８地点全てで減少傾向がみられた。 

 

表 3.1.2-36  各地点の検出値の区分評価結果（千葉県：湖沼底質） 

 

 

図 3.1.2-20  各地点の経年的な推移（千葉県：湖沼底質）  
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表 3.1.2-37 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（千葉県：湖沼底質） 
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２）－３  沿岸 

① 岩手県 

岩手県では、沿岸の底質２地点において、平成 24 年１月～令和６年 11 月の間に 27 回の調査が実

施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が１地点あるが、本解析では除外した）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が１地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が１

地点であった（表 3.1.2-38 及び表 3.1.2-39 参照）。 

また、増減傾向については、２地点とも過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であった。 

 

表 3.1.2-38  各地点の検出値の区分評価結果（岩手県：沿岸底質） 

 

 

図 3.1.2-21  各地点の経年的な推移（岩手県：沿岸底質） 
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表 3.1.2-39 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（岩手県：沿岸底質） 
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② 宮城県 

宮城県では、沿岸の底質 12 地点において、平成 23 年 10 月～令和７年２月の間に 27～125 回の調

査が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が 28 地点あるが、本解析では除外し

た）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が５地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が４

地点、100 以上 1,000 Bq/kg の地点が３地点であった（表 3.1.2-40 及び表 3.1.2-41 参照）。 

また、増減傾向については、６割以上の地点（８地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下

で推移していた。残りの４地点では、３地点で減少傾向、１地点でばらつきがみられた。 

 

表 3.1.2-40  各地点の検出値の区分評価結果（宮城県：沿岸底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-22  各地点の経年的な推移（宮城県：沿岸底質） 
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表 3.1.2-41 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（宮城県：沿岸底質） 
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③ 福島県 

福島県では、沿岸の底質 15 地点において、平成 23 年 10 月～令和７年２月の間に 118～131 回の

調査が実施された（なお、平成 23 年度にのみ実施されている地点が 11 地点あるが、本解析では除外

した）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が２地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が 10

地点、100 以上 1,000 Bq/kg 未満の地点が３地点であった（表 3.1.2-42 及び表 3.1.2-43 参照）。 

また、増減傾向については、約７割の地点（10 地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で

推移していた。残りの５地点では、全て減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-42  各地点の検出値の区分評価結果（福島県：沿岸底質） 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-23  各地点の経年的な推移（福島県：沿岸底質） 
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表 3.1.2-43 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（福島県：沿岸底質） 
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④ 茨城県 

茨城県では、沿岸の底質５地点において、平成 23 年 10 月～令和７年１月の間に 54～56 回の調査

が実施された（なお、平成 23 年にのみ実施されている地点が 18 地点あるが、本解析では除外した）。 

検出値（平均値）の濃度分布は、全ての地点（５地点）で 10 Bq/kg 未満であった（表 3.1.2-44 及び

表 3.1.2-45 参照）。 

また、増減傾向については、全ての地点（５地点）で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で推

移していた。 

 

表 3.1.2-44  各地点の検出値の区分評価結果（茨城県：沿岸底質） 

 

 

備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-24  各地点の経年的な推移（茨城県：沿岸底質） 
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表 3.1.2-45 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（茨城県：沿岸底質） 
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⑤ 千葉県、東京都 

千葉県と東京都では、沿岸の底質８地点（千葉県５地点、東京都３地点）において、平成 24 年５

月～令和７年１月の間に 52～90 回の調査が実施された。 

検出値（平均値）の濃度分布は、10 Bq/kg 未満の地点が２地点、10 以上 100 Bq/kg 未満の地点が６

地点であった（表 3.1.2-46 及び表 3.1.2-47 参照）。 

また、増減傾向については、3/4（６地点）の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下で推移

していた。残りの２地点では、全て減少傾向で推移していた。 

 

表 3.1.2-46  各地点の検出値の区分評価結果（千葉県、東京都：沿岸底質） 

 

 
備考）同一月に複数回調査を実施している地点については、平均値を用いて作図した。 

 

図 3.1.2-25  各地点の経年的な推移（千葉県、東京都：沿岸底質） 
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表 3.1.2-47 地点別にみた放射性セシウムの検出状況（千葉県、東京都：沿岸底質） 
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２）－４ まとめ 

公共用水域（河川、湖沼、沿岸）の底質の平成 23 年度～令和６年度の検出値の濃度分布及び増減

傾向を総括すると、以下のとおりである。 

①     濃 分布 

公共用水域（河川、湖沼、沿岸）底質における地点平均値の濃度分布の推移を図 3.1.2-26 に示す。 

・河川 

経年的には、高濃度区分の地点が減少していた。 

令和６年度は、396 地点のうち検出下限値未満が 96 地点（24.2％）、10 以上 100 Bq/kg 未満が

233 地点（58.8％）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 65 地点（16.4％）であり、100 Bq/kg 未満の地点

が全体の約 83％を占めていた。 

・湖沼 

経年的には、高濃度区分の地点が減少しているが、河川に比べ緩やかである。 

令和６年度は、164 地点のうち検出下限値未満が４地点（2.4％）、10 以上 100 Bq/kg 未満が 44

地点（26.8％）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が 80 地点（48.8％）であり、1,000 Bq/kg 未満の地点が

全体の約 78％を占めていた。 

・沿岸 

経年的には、高濃度区分の地点はみられない。 

令和６年度は、42 地点のうち検出下限値未満が 14 地点（33.3％）、10 以上 100 Bq/kg 未満が

22 地点（52.4％）、100 以上 1,000 Bq/kg 未満が６地点（14.3％）であり、 100 Bq/kg 未満の地点

が全体の約 86％を占めていた。 

 

 

 

 

 

図 3.1.2-26  地点平均値の濃度分布の推移 
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  ② 検出値の増減傾向 

公共用水域（河川、湖沼、沿岸）底質の平成 23 年度～令和６年度における増減傾向を表 3.1.2-48 に示す。 

・河川 

６割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、３割以上の地点が減少傾向

で推移していた。増加傾向を示した地点はみられなかった。 

・湖沼 

１割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、６割以上の地点が減少傾向

で推移していた。増加傾向を示した地点は 13 地点（7.9％）であった。 

・沿岸 

７割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、２割以上の地点が減少傾向

で推移していた。増加傾向を示した地点はみられなかった。 

 

表 3.1.2-48 公共用 域   、  、      増減傾向   23          

 

 

増加傾向を示した 13 地点※5（いずれも湖沼）について、追加の解析を行った。 

13 地点のうち、８地点においては地点平均値が 100 以上 1,000 Bq/kg 未満の濃度区分にあり、相対

的に低い濃度区分内での変動であった（図 3.1.2-27 参照）。 

 

 

 
5 令和６年度より、解析に用いる放射性セシウムの値を、前年度までの合計値（Cs-134＋Cs-137）による方法から、Cs-

137の値に変更したため、増減傾向の解析結果についても、一部の地点で異なる結果になっている。 
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備考）図中の直線は一次回帰式 

図 3.1.2₋27 増加傾向地点の濃度推移（地点平均値が 100 以上 1,000 Bq/kg未満） 

 

それ以外の５地点では、４地点においては地点平均値が 1,000 以上 10,000 Bq/kg 未満の濃度区分、

１地点においては地点平均値が 10,000 以上 100,000 Bq/kg 未満の濃度区分であった（図 3.1.2₋28 参

照）。 

これら５地点について、４年間区間の移動平均を用いた解析を行った。平成 28～30 年度頃に一時

的な濃度の上昇が見られる地点が多く、以後の期間で傾向の変化が見られたため、直近５年間におけ

る回帰分析を行った。回帰分析の結果、１地点（大柿ダム）で減少傾向、２地点（檜原湖、小野川湖）

で横ばい、２地点（羽鳥湖、玉原湖）でばらつきの傾向が示された。 

いずれの地点についても、引き続き経過を監視していく。 
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備考）図中の点線は４年間区間の移動平均 

図 3.1.2₋28 増加傾向地点の濃度推移（地点平均値が 1,000 Bq/kg以上） 
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③ 各県別の総括

検出値の濃度分布及び増減傾向について、各都県別に総括すると、以下のとおりである 

（図 3.1.2-29 及び図 3.1.2-30 参照）。 

ア）岩手県 

・ 河川では、全ての地点（22 地点）において、年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向

については、全ての地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であった。 

・ 沿岸では、対象の２地点はいずれも年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向について

は、２地点とも過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であった。 

イ）宮城県 

・ 河川では、43 地点のうち年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 40 地点と約９割を占めており、

100 Bq/kg 以上の地点は３地点であった。増減傾向については、６割以上の地点で過年度を含め

た平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点のうち、８割以上の地点が減少傾向で推移してい

た。 

・ 湖沼では、21 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 18 地点と８割以上を占めて

おり、100 Bq/kg 以上の地点は３地点のみであった。増減傾向については、約３割の地点で過年

度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点のうち、９割以上の地点が減少傾向で推

移していた。 

・  沿岸では、12 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が９地点と 3/4 を占めており、

100 Bq/kg 以上の地点は３地点であった。増減傾向については、６割以上の地点で過年度を含め

た平均値が 100 Bq/kg以下であり、残りの地点のうち、約８割の地点が減少傾向で推移していた。 

ウ）福島県浜通り 

・ 河川では、53 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった地点が 31 地点と半数以上を

占めており、100 Bq/kg 以上の地点が 20 地点、1,000 Bq/kg 以上の地点は２地点のみであった。

1,000 Bq/kg 以上の地点は、福島第一原発付近及び北～北西側に分布していた。増減傾向につい

ては４割程度の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点のうち、９割

以上の地点が減少傾向で推移していた。 

・ 湖沼では、41 地点のうち 1,000 Bq/kg 未満の地点は 19 地点であり、1,000 Bq/kg 以上の地点が

19 地点、10,000 Bq/kg 以上の地点が３地点であった。10,000 Bq/kg 以上の地点は、福島第一原発

の北西側にみられた。増減傾向については、９割の地点が減少傾向で推移していた。 

・ 沿岸では、15 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 12 地点と８割を占めており、

100 Bq/kg 以上の地点は福島第一原発から 20 ㎞圏内及び小名浜港の計５地点であった。増減傾

向については、約７割の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点で

は、全ての地点が減少傾向で推移していた。 

エ）福島県中通り 

・ 河川では、44 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった地点が 38 地点と８割以上を

占めており、100 Bq/kg 以上の地点は６地点のみであった。増減傾向については、４割程度の地

点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点では、全ての地点が減少傾向で

推移していた。 

・ 湖沼では、12 地点のうち、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満の地点が９地点と全体の 3/4 を占め
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ており、1,000 Bq/kg 以上の地点は３地点であった。増減傾向については、ばらつきがみられる

地点が 1/3 あるものの、５割以上の地点では減少傾向で推移していた。 

オ）福島県会津 

・ 河川では、26 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 25 地点と９割以上を占めて

おり、100 Bq/kg 以上の地点は１地点のみであった。増減傾向については、８割以上の地点で過

年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点のうち、１地点ではばらつきがみられ

たが、それ以外の地点では減少傾向で推移していた。 

・ 湖沼では、31 地点のうち、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満の地点が 25 地点と全体の約８割を

占めており、1,000 Bq/kg 以上の地点は６地点であった。増減傾向については、約３割の地点で

過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点では、約５割の地点が減少傾向又は

横ばいで推移していた。 

カ）茨城県 

・ 河川では、53 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 43 地点と８割以上を占めて

おり、100 Bq/kg 以上の地点は 10 地点であった。霞ヶ浦流入河川で 100 Bq/kg 以上の地点が多く

みられた。増減傾向については、約６割の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であ

り、残りの地点では、全ての地点が減少傾向で推移していた。 

・ 湖沼では、全ての地点（19 地点）において、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満であった。増減傾

向については、３割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点の

うち、約８割の地点が減少傾向で推移していた。 

・ 沿岸では、全ての地点（５地点）において、年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向

については、全ての地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であった。 

キ）栃木県 

・ 河川では、全ての地点（56 地点）において、年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向

については、９割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点は全

ての地点が減少傾向で推移していた。 

・ 湖沼では、全ての地点（８地点）において、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満であった。増減傾

向については、６割以上の地点が減少傾向又は横ばいで推移していた。 

ク） 群馬県 

・ 河川では、48 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 以上の地点が渡良瀬川水域の下流部で１

地点みられたが、それ以外の地点は全て 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向については、約９割

の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点では、全ての地点が減少傾

向で推移していた。 

・ 湖沼では、24 地点のうち、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満の地点が 20 地点と８割以上を占め

ており、1,000 Bq/kg 以上の地点は４地点のみであった。増減傾向については、７割以上の地点

が減少傾向又は横ばいで推移していた。 

ケ）千葉県、埼玉県、東京都 

・ 河川では、51 地点のうち、年間平均値が 100 Bq/kg 未満の地点が 27 地点、100 Bq/kg 以上の地

点が 24 地点であった。増減傾向については、２割以上の地点で過年度を含めた平均値が 100 

Bq/kg 以下であり、残りの地点のうち、９割以上の地点が減少傾向で推移していた。 

・ 湖沼では、８地点のうち、年間平均値が 1,000 Bq/kg 未満の地点が７地点であり、1,000 Bq/kg



 

65 

以上の地点は１地点のみであった。増減傾向については、全ての地点が減少傾向で推移してい

た。 

・ 沿岸では、全ての地点（８地点）において年間平均値が 100 Bq/kg 未満であった。増減傾向に

ついては、3/4 の地点で過年度を含めた平均値が 100 Bq/kg 以下であり、残りの地点では全ての

地点が減少傾向で推移していた。
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単位：Bq/kg  

図 3.1.2-29  令和６年度公共用水域（河川・湖沼・沿岸底質）における地点別年間平均値の濃度分布 
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図 3.1.2-30  公共用水域（河川・湖沼・沿岸底質）の増減傾向分布 
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３．２ 調査結果（放射性セシウム以外の核種） 

３．２－１ 放射性ストロンチウム（Sr-90 及び Sr-89） 

Sr-90 については、平成 23 年度から令和６年度に公共用水域（河川、湖沼、沿岸）の底質（合計で

1,188 試料）及び地下水（合計で 663 試料）で調査を実施しており、平成 28 年度からは、公共用水域

の底質において Sr-90 濃度が比較的高かった地点（平成 28 年度は 1.0 Bq/kg 以上、平成 29 年度以降

は 10 Bq/kg 以上）について、水質（平成 28 年度は 45 試料、平成 29 ～30 年度は３試料、令和元年

度、令和４年度、令和５年度は２試料）の調査も実施した（底質中の Sr-90 の検出状況は図 3.2-1 参

照）。 

Sr-89 については、平成 23 年度に河川及び湖沼で合計 22 試料を実施しているが、全て検出下限値

未満であった（検出下限値：水質１Bq/L、底質２Bq/kg 程度）。 

 

（１）公共用水域 

放射性ストロンチウムについては、これまで原則として底質中の放射性セシウム濃度が高い地点

で測定している（検出下限値：底質 Sr-90 １Bq/kg 程度、Sr-89 ２Bq/kg 程度）。 

また、平成 28 年度からは、公共用水域（湖沼）底質において Sr-90 濃度が比較的高かった地点（平

成 28 年度は 1.0 Bq/kg 以上、平成 29 年度以降は 10 Bq/kg 以上）があった場合に、同日採取した水質

について、Sr-90 を調査している（検出下限値：水質 Sr-90 １Bq/L 程度）。一方、Sr-89 は、平成 23 年

度にのみ 22 試料（河川 13 試料、湖沼９試料）について実施されたが、全て検出下限値未満であり、

平成 24 年度以降は調査を実施していない。 

 

１）底質 

① 河川 

河川底質中の Sr-90 は、令和６年度は１試料の調査が実施され、検出下限値未満であった（検出率

0.0％）（表 3.2-1、図 3.2-1 参照）。 

 

② 湖沼 

湖沼底質中の Sr-90 は、令和６年度は 21 試料の調査が実施され、19 試料で検出が認められた（表

3.2-1 参照）。 

都県別では、調査を実施している各県で令和６年度まで継続的に検出されている。 

地点別にみると、平成 28 年８月に農業用ため池の丈六で 100 Bq/kg 検出されて以降は低いレベル

で推移しており、令和６年度の測定値の範囲は 0.4～5.5Bq/kg となっている（図 3.2-1 参照）。 

 

③ 沿岸 

沿岸底質中の Sr-90 については、平成 29 年度及び平成 30 年度に全地点で検出下限値未満となった

ため、令和元年度以降は調査を実施していない。 
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２）水質 

水質中の Sr-90 については、令和６年度は底質試料において Sr-90 濃度が 10Bq/kg 以上の地点がな

かったため実施しなかった。 

 

表 3.2-1  河川底質、湖沼底質、沿岸底質での Sr-90の検出状況 
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図 3.2-1  公共用水域における底質中の Sr-90の検出状況（上：河川、下：湖沼）
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（２）地下水 

地下水での Sr-89※及び Sr-90 に関する調査は、平成 24 年１月～令和６年 11 月に福島県において、

663 試料の調査が実施された（検出下限目標値：水質１Bq/L、底質２Bq/kg 程度）。 

調査結果の概要は表 3.2-2 に示すとおりであり、全ての試料で Sr-89 及び Sr-90 は検出下限値（１

Bq/L）を下回った。 

 

表 3.2-2  地下水での Sr-89 及び Sr-90の検出状況（実施場所は全て福島県） 

 
※１：検出下限値を１Bq/L として整理した。 

なお、Sr-90 の検出下限値は、平成 23 年度は 0.0002Bq/L で、それ以降は１Bq/L、同様に Sr-89 の検出下限値は、

平成 23 年度は 0.001Bq/L で、それ以降は１Bq/L である。 

Sr-90 については平成 23 年度（暦年では平成 24 年）の調査では８試料の全てで検出され、検出値の範囲は 0.0004

～0.0029Bq/L であった。また、同様に Sr-89 については平成 23 年度（暦年では平成 24 年）の調査では検出下限

値を 0.001Bq/L としていたが、８試料全てで検出下限値未満であった。 
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３．２－２ その他の γ 線核種 

前述の放射性核種測定のほか、ゲルマニウム半導体測定器による分析を行った水質、底質等について測

定データの解析を行い、Cs-134、Cs-137、Sr-89 及び Sr-90 以外の事故由来放射性核種（Ag-110m、Te-129m、

Nb-95、Sb-125、Ce-144 等6）及び主な自然放射性核種（K-40 等）の測定を平成 23～令和６年度に実施し

た。その結果の概要は、表 3.2-3 及び表 3.2-4 に示すとおりである。 

検出された核種のうち、人工核種は水質では検出されず、平成 23、24 年度に底質では Ag-110m 及び

Sb-125 の２核種が検出されたが、検出率は１%以下であった。平成 25 年度以降は両核種とも検出されて

いない。 

また、自然核種は K-40、Pb-212、Pb-214、Tl-208、Ac-228、Bi-214 等が検出されたが、K-40 は地球形成

過程で取り込まれた自然核種であり、その他の核種はいずれもウラン系列又はトリウム系列の核種で地

殻等の自然中に広く存在するものである。 

  

 
6 事故由来放射性核種のうち、I-131 については、平成 23 年度から平成 24 年度に公共用水域の水質（河川で 3,111 試料、湖沼で 1,416 試

料、沿岸で 715 試料）及び底質（河川で 3,073 試料、湖沼で 877 試料、沿岸で 393 試料）、平成 23 年度から平成 26 年度に地下水（3,793 

試料）の調査を実施し、全てにおいて検出されなかった（検出下限値：水質 １Bq/L、底質 10Bq/kg）。 
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表 3.2-3 その他の放射性核種の検出状況調査結果（水質） 

   試料  
  された主な人工核種   された主な自然核種 

核種  現状況   率、     核種  現状況   率  

   
23   

1,755 － － K-40 10 ％ 

   
24   

3,518 － － K-40 6 ％ 

   
25   

3,860 － － K-40 13 ％ 

   
26   

3,856 － － K-40 10 ％ 

   
27   

3,916 － － 
K-40 7 ％ 

Pb-212 7 ％ 
Pb-214 9 ％ 

   
28   

3,890 － － 
K-40 8 ％ 

Pb-212 17 ％ 
Pb-214 10 ％ 

   
29   

3,836 － － 
K-40 7 ％ 

Pb-214 8 ％ 
   

30   
3,936 － － 

K-40 8 ％ 
Pb-214 7 ％ 

   
元   

3,896 － － 
K-40 8 ％ 

Bi-214 10 ％ 
Pb-214 14 ％ 

   
２   

2,863 － － 
K-40 8 ％ 

Bi-214 3 ％ 
Pb-214 6 ％ 

   
３   

3,957 － － 
K-40 10 ％ 

Bi-214 2 ％ 
Pb-214 1 ％ 

   
４   

3,922 － － 

K-40 10 ％ 
Bi-214 1 ％ 
Pb-214 1 ％ 
Ra-226 1 ％ 

   
５   

3,918 － － 

K-40 11 ％ 
Bi-214 1 ％ 
Pb-214 1 ％ 
Ra-226 1 ％ 

   
    

3,901 － － 
K-40 11 ％ 

Bi-214 1 ％ 
Ra-226 1 ％ 
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表 3.2-4（1） その他の放射性核種の検出状況調査結果（底質） 

   試料  
  された主な人工核種   された主な自然核種 

核種  現状況   率、     核種  現状況   率  

   
23   

1,559 Ag-110m 
4試料 0.26％  
46 170 Bq/kg 

K-40 79 ％ 
Pb-212 41 ％ 
Pb-214 16 ％ 
Tl-208 14 ％ 

   
24   

2,885 

Ag-110m 
26試料 0.90％  
7.9 350 Bq/kg 

Ac-228 41 ％ 
Bi-214 43 ％ 
K-40 97 ％ 

Sb-125 
3試料 0.10％  
140 420 Bq/kg 

Pb-212 75 ％ 
Pb-214 44 ％ 
Tl-208 39 ％ 

   
25   

3,062 － － 

Ac-228 25 ％ 
Bi-214 25 ％ 
K-40 91 ％ 

Pb-212 49 ％ 
Pb-214 23 ％ 
Tl-208 23 ％ 

   
26   

3,035 － － 

Ac-228 24 ％ 
Bi-214 24 ％ 
K-40 91 ％ 

Pb-212 48 ％ 
Pb-214 24 ％ 
Tl-208 24 ％ 

   
27   

3,158 － － 

Ac-228 32 ％ 
Bi-214 60 ％ 
K-40 88 ％ 

Pb-212 63 ％ 
Pb-214 67 ％ 
Tl-208 37 ％ 

   
28   

3,088 － － 

Ac-228 35 ％ 
Bi-214 66 ％ 
K-40 92 ％ 

Pb-212 64 ％ 
Pb-214 75 ％ 
Tl-208 40 ％ 

   
29   

3,056 － － 

Ac-228 45 ％ 
Bi-214 35 ％ 
K-40 92 ％ 

Pb-212 73 ％ 
Pb-214 80 ％ 
Tl-208 46 ％ 

   
30   

3,128 － － 

Ac-228 41 ％ 
Bi-214 37 ％ 
K-40 93 ％ 

Pb-212 71 ％ 
Pb-214 83 ％ 
Tl-208 44 ％ 

備考）人工核種（検出核種）の検出下限値は Ag-110m が 7～180 Bq/kg、Sb-125 が 130～330 Bq/kg 
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表 3.2-4（2） その他の放射性核種の検出状況調査結果（底質） 

   試料  

  された主な人工核種   された主な自然核種 

核種 
 現状況   率、

     
核種  現状況   率  

   
元   

3,128 － － 

Ac-228 46 ％ 
Bi-214 56 ％ 
K-40 96 ％ 

Pb-212 74 ％ 
Pb-214 89 ％ 
Tl-208 44 ％ 

   
２   

2,272 － － 

Ac-228 44 ％ 
Bi-214 87 ％ 
K-40 97 ％ 

Pb-212 71 ％ 
Pb-214 91 ％ 
Tl-208 46 ％ 

   
３   

3,117 － － 

Ac-228 31 ％ 
Bi-214 37 ％ 
K-40 95 ％ 

Pb-212 73 ％ 
Pb-214 44 ％ 
Tl-208 39 ％ 

   
４   

3,110 － － 

Ac-228 36 ％ 
Bi-214 42 ％ 
K-40 95 ％ 

Pb-212 78 ％ 
Pb-214 49 ％ 
Tl-208 45 ％ 

   
５   

3,112 － － 

Ac-228 37 ％ 
Bi-214 41 ％ 
K-40 96 ％ 

Pb-212 82 ％ 
Pb-214 51 ％ 
Tl-208 46 ％ 

   
    

3,105 － － 

Pb-212 85 ％ 
Pb-214 56 ％ 
Tl-208 50 ％ 
Bi-214 47 ％ 
Ac-228 40 ％ 
K-40 97 ％ 

 


